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喧 l

論

最
近
に
於
げ
る
通
貨
牧
縮
性
の
遅
緩

E当，-
';01 

日
日

太

，、J内民

田町

現
金
通
貨
は
、
金
融
界
の
順
調
た
る
と
き
は
、
自
働
的
に
牧
縮
ず
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
最
近
の
我
が
日
本

銀
行
先
喚
雰
は
、

そ
の
牧
縮
性
が
遅
緩
し
つ
L
あ
る
や
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
甚
だ
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
忠
ふ
。

現
金
通
貨
の
間
働
的
牧
縮
性
と
い
ふ
は
、
免
換
銀
行
朱
が
夜
一
行
せ
ら
れ
で
も
、

そ
れ
は
流
通
界
に
永
く
滞
留
す
る
こ
と
な
く
、

や

が
て
、
銀
行
に
預
金
と
し
で
頂
け
入
れ
ら
れ
、

ま
た
は
、
借
入
金
の
返
済
に
定
て
ら
れ
、
か
く
て
、
再
び
日
本
銀
行
に
蹄
還
す
る
の

傾
向
を
も
つ
も
の
友
る
こ
と
を
言
ふ
の
で
あ
る
。

我
が
闘
の
銀
行
は
、

そ
の
如
何
在
る
種
類
の
演
金
に
も
利
子
が
附
け
ら
れ
て
居
る
。
ゆ
ゑ
に
、
勾
も
、
手
許
に
縄
り
た
る
金
額
の

現
金
通
貨
が
、
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
を
そ
の
ま
L
保
留
し
で
、
紛
失
、
滅
失
、
経
緯
等
の
危
険
の
下
に
置
く
よ
り
も
、
安
全
、
確
賓
を

期
し
得
る
上
に
、
向
ほ
、
利
子
を
も
儲
け
得
る
闘
係
に
上
っ
て
、
直
ち
に
、
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
L
な
る
。
と
れ
が
、
現

最
近
に
於
け
る
語
句
牧
縮
性
白
遅
緩

第
四
十
八
巻

七

第

競

九



最
近
に
於
け
る
週
貸
牧
縮
性
の
遅
設

第
四
十
八
巻

ハ、

第

銃

四
Q 

金
通
貨
に
自
働
的
牧
縮
性
の
存
す
る
と
と
t
A

な
る
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

更
に
、

日
本
銀
行
の
先
換
山
本
は
、
多
く
は
、
割
引
貸
付
等
の
貸
出
に
よ
っ
て
夜
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

そ
の

貸
出
を
受
け
居
る
も
の
L
手
許
に
、
↓
允
換
券
が
、
多
少
と
も
纏
る
と
き
は
、
貸
出
の
利
子
の
負
捨
を
売
れ
る
た
め
に
、
直
ち
に
、
そ

れ
は
返
済
陀
充
て
ら
れ
る
こ
と
h

た
る
。
こ
れ
は
、
狽
金
聞
係
に
よ
る
牧
給
よ
り
も
、
そ
の
吸
引
力
は
強
大
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
現

金
通
貨
に
自
働
的
牧
縮
性
の
存
す
る
第
二
の
理
的
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
現
金
油
貨
危
る
も
の
は
、
自
倒
的
取
締
悦
乞
も
つ
も
の
マ
る
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
活
貨
の
調
節
在
保
ち
、

物
債
の
安
定
を
維
持
す
る
と
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
最
近
に
於
て
、
我
が
日
本
銀
行
先
換
鼻
持
は
、

そ
の
自
働
的
牧
縮
に

選
綬
を
来
さ
ん
と
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。
通
貨
の
調
節
、
物
債
安
定
の
た
め
に
、

一
段
の
工
夫
と
努
力
と
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た

も
の
と
見
止
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一一

銀
行
預
金
に
利
子
が
附
せ
ら
れ
る
こ
と
忙
よ
っ
て
、
現
金
通
貨
に
自
働
的
収
縮
性
の
存
す
る
と
と
L
た
る
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

更
に
、
何
等
の
説
明
を
附
け
加
へ
る
の
必
要
が
友
い
。
併
し
、
と

L

に
は
、
借
入
利
子
の
負
携
の
闘
係
上
、
白
働
的
牧
縮
性
の
生
十

る
事
情
を
述
べ
て
置
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ら
う
。

本
文
を
草
す
る
に
最
も
近
き
日
の
護
表
に
よ
り
て
、

こ
れ
を
見
る
に
、
上
掲
の
如
く
、
昭
和
十
四
年
一
月
七
日
の
、

日
本
銀
行
管

業
週
報
に
よ
れ
ば
、
先
換
家
発
行
高
は
、
二
十
三
億
一
千
七
百
寓
闘
で
あ
る
。
然
る
に
、
同
日
に
於
け
る
政
府
純
貸
出
金
は
、
十
二

億
九
千
一
百
寓
闘
で
あ
っ
て
、

五
五
・
七
%
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
純
貸
出
金
は
、
三
億
八
高
百
闘
で
あ
っ
て
、
そ
の
割
合
は
ご
ニ
・
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債

金

金

金

に

貸

出

高

寺

預

貸

行

斗

純

臨

時

府

I
券

府

ヨ

換

公

政

政

品

産

党

政

府

403，439 
30，216 
22，130 

147，730 
308，546 
13.3，.; 

( 削 引 手 形

貸付金
民|

ノタH盟主主替貸金

問一般預金

.， 1差引純貸出会

\~Rと換券後行l吉z に 3討するその割合

1，599，948 

693-.;' 

コ
一
%
で
あ
る

d

ゆ
ゑ
に
、
政
府
と
民
間
と
の
純
貸
出
金
は
、
凡
そ
十
六

億
闘
で
あ
っ
て
、
会
換
券
護
行
高
に
針
し
て
、
六
九
%
に
営
る
。

党換~~~議行自に謝するその割合

す
な
は
ち
、
今
日
の
我
が
会
換
器
は
、

そ
の
瓦
割
五
歩
七
厘
は
、
政

党換券古毛布[高

政府民間合計純貸出金

府
の
借
受
に
て
議
行
せ
ら
れ
て
居
る
勘
定
で
あ
り
二
割
三
歩
三
煙
が
、

民
間
の
併
受
に
て
稜
行
せ
ら
れ
て
居
る
勘
定
で
あ
り
、
合
計
に
て
、
先

換
杭
悼
の
六
割
九
歩
は

政
府
ま
た
は
氏
聞
が
、

利
子
を
負
強
し
て
、
流

泊
四
仲
に
置
い
て
居
る
勘
定
で
あ
る
。

i
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ミ
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換
券
は
、
現
賓
に
そ
の
利
子
を
負
指
せ
る
も
の
L
手
許
に
纏
っ
て
集
る

と
き
は
、
車
に
預
金
の
利
子
が
誘
導
す
る
以
上
に
、
銀
行
へ
の
防
還
性
が
強
い
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
も
と
よ
り
、

乙
の

六
割
九
歩
と
い
ふ
割
合
は
、

一
定
不
愛
の
も
の
で
は
な
い
。
常
に
多
少
の
同
党
動
が
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
今
日
、
私
の
問
題
と
す
る月

所
は
.
と
の
利
子
負
捨
の
下
に
流
通
界
に
あ
る
所
の
先
換
雰
に
つ
い
て
、
そ
の
利
子
負
権
者
の
内
謀
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、

一
一
割
六
歩
三
厘
で
、
政
府
負
捨
が
五
割
五
歩
七
厘
で
あ
る
。
而
も
、
そ

七
日
現
在
に
於
て
は
、
六
割
九
歩
の
中
で
、
民
間
負
捨
が
、

の
政
府
負
携
は
、
全
く
、
と
い
っ
て
よ
い
程
度
に
ま
で
、
公
債
に
よ
る
負
婚
で
あ
る
。

公
債
に
よ
る
利
子
負
捲
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、

そ
の
黙
に
於
て
、
普
也
の
借
入
金
の
如
く
、
短
期
聞
に
、

最
近
に
於
け
る
通
貨
牧
縮
性
の
遅
緩

そ
の
償
還
期
ま
で
績
く
も
の
で
、
随
時
に
と
れ
を
免
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
を
発
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
は
、
性
質
を
異
に
し
て
居
る
。
従

第
四
十
八
巻

ブu

四

告存

続



最
近
に
於
け
る
通
貨
牧
縮
性
の
遅
睡
眠

第
四
十
八
巻

四
C 

第

銃

E田

っ
て
、
政
府
が
公
債
利
子
負
拾
の
下
陀
流
通
界
に
置
〈
と
と
誌
な
っ
た
所
の
免
換
家
は
、
民
間
の
も
の
が
、
割
引
や
貸
付
を
受
け
て
.

そ
の
利
子
負
槍
の
下
に
流
通
界
に
置
い
て
居
る
所
の
先
換
券
に
比
ぺ
て
、
均
し
く
、
利
子
を
負
捨
ず
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
銀
行

へ
の
蹄
建
性
が
同
一
で
は
な
い
。
す
左
は
ち
、

と
の
部
分
の
A
凡
燥
雰
は
、
そ
の
白
働
的
牧
縮
性
な
る
も
の
が
、
利
子
負
擦
と
い
ふ
閥

係
に
よ
っ
て
は
、
存
在
す
る
と
と
な
く
、
車
に
、

そ
の
所
持
人
に
於
け
る
利
子
の
扇
得
の
関
係
に
よ
っ
て
の
み
、
存
在
す
る
も
の
占

放
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
市

そ
の
牧
縮
性
は
遅
緩
し
て
居
る
と
い
は
な
け
れ
ば
友
ら
ね
。

利
子
負
捨
の
下
に
流
通
せ
る
A
L
換
祭
の
大
部
分
が
、

政
府
の
負
擦
に
属
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
近
来
に
於
け
る
現
象
で
あ
る
。
昭

和
七
年
の
十
一
月
ま
で
は
、
利
子
を
負
捨
せ
る
A
A
換
券
は
、
全
部
が
、
民
間
の
負
捨
で
あ
っ
た
。
す
友
は
ち
、
そ
れ
は
、
割
引
貸
付

に
よ
る
短
期
債
務
に
於
て
殻
行
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
利
子
負
捨
を
売
る
L
A

が
た
め
の
自
働
的
牧
縮
性
が
強
か
っ
た

の
で
あ
る
。

殊
に
営
時
に
あ
っ
て
は
、

日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
勘
定
は
、
預
金
超
過
で
あ
っ
た
。

こ
の
政
府
の
預
金
超
過
が
、
民
間
の
貸
間

超
過
の
一
部
を
カ
バ
ー
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
例
へ
ぽ
、
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日
に
於
て
、
民
間
だ
け
の
勘
定
か

ら
言
へ
ば
、

A
L
換
鞄
悼
の
七
割
四
歩
が
、
利
子
負
擦
の
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
友
る
の
で
る
る
が
、
政
府
と
民
間
と
の
雨
者
合
計
に
於
て

は
、
そ
の
割
合
は
、

四
割
九
歩
に
下
る
と
と
L
左
る
の
で
あ
っ
た
。
か
〈
の
如
き
欣
態
で
あ
る
か
ら
、

A
A
換
晶
体
は
、
白
働
的
牧
縮
怪

が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
謂
は
ゆ
る
赤
字
公
債
が
後
行
せ
ら
れ
る
や
う
に
た
っ
て
か
ら
は
、
政
府
利
子
負
捲
の
勘
定
に
於
て
殻
行
噌
ら
れ
る
先
捜
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最
近
に
於
け
る
通
貨
牧
縮
性
白
遅
緩

第
四
十
八
巻

四

宮事

裁

/l9 

E耳

恭
の
割
合
が
次
第
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
増
勢
が
次
第
に
強
く
、

E
つ
累
増
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
L

っ
て
居
る
。
そ
の
大

関
の
有
様
は
、
前
頁
に
掲
ぐ
る
表
が
、
明
示
し
て
居
る
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
同
の
赤
字
公
債
が
護
行
せ
ら
れ
た
直
後
の
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日
に
、
初
め
て
、
八
歩
と
い
ふ
数
字

を
以
て
、
政
府
の
利
子
負
強
の
先
換
朱
割
合
が
現
は
れ
て
居
る
。
そ
の
日
に
於
け
る
民
間
の
利
子
負
権
部
分
は
、

五
割
一
歩
で
あ
。

た
。
然
る
に
、
そ
の
後
、

こ
の
去
が
示
す
が
如
く
に
、
民
間
負
捨
の
割
合
は
、
漸
減
す
る
に
反
し
、
政
府
負
婚
の
割
合
は
、
漸
増
す

る
と
と
与
な
っ
て
、
今
日
に
於
て
は
、
前
述
の
如
く
・
用
者
の
割
合
は
、
全
く
、
願
到
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

と
の
闘
係
よ
り
見
れ
ば
.
今
日
比
於
で
は
、
先
換
雰
は
、
和
子
負
捺
を
売
れ
ゃ
う
と
す
る
闘
係
か
ら
の
自
働
的
牧
縮
性
は
、
甚
だ

稀
諸
に
な
っ
た
も
の
で
、

た
官
、
預
金
と
し
て
の
利
子
を
競
得
し
ゃ
う
と
す
る
閥
係
の
上
に
の
み
、
そ
れ
が
残
っ
て
居
る
の
で
る
る
。

乙
の
動
よ
り
言
へ
ば
、
低
金
利
政
策
の
強
化
、
預
金
利
子
の
引
下
げ
、
と
い
ふ
と
と
は
、
甚
だ
考
慮
す
べ
き
問
題
で
る
る
と
言
は
ね

ば
た
ら
ね
で
あ
ら
う
。

四

日
本
銀
行
の
会
抽
出
券
護
行
高
は
、
最
近
は
、
迭
だ

E
額
に
上
っ
て
居
る
。
昨
年
末
の
三
十
日
に
於
て
、
二
十
八
億
五
千
八
百
高
閏

一
昨
年
同
日
の
二
千
三
百
九
十
九
寓
闘
に
比
ぺ

τ
、
四
億
五
千
寓
圏
、
凡
そ
二
割
の
増
加
で
あ
る
と
共
に
、

と
友
っ
た
。

こ
れ
は
、

日
本
銀
行
先
換
券
の
褒
行
が
初
ま
っ
て
以
来
の
レ
コ
ー
ド
で
る
る
。

か
く
の
如
〈
、
先
換
器
の
褒
行
高
が
増
加
し
た
ム
」
い
ふ
と
と
も
、
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
よ
り
も
、
注
意
寸

ぺ
き
事
柄
は
、
そ
の
白
働
的
牧
縮
性
の
建
綬
で
る
る
。
前
述
の
如
き
理
由
に
よ
っ
て
、
我
が
先
抽
出
器
は
、
同
働
的
牧
縮
性
が
遅
緩
し



つ
L
あ
る
左
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
現
買
に
左
様
一
な
と
と
が
支
は
れ
て
居
る
か
、

と
い
ふ
に
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
川
の
事

貨
が
こ
れ
を
答
ふ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

そ
れ
は
、
月
央
に
於
け
る
殺
行
高
の
増
加
率
の
方
が
、
月
末
に
於
け
る
増
加
率
よ
り
も
、
大
き
く
な
っ
て
居
る
と
い
ふ
事
賓
で
あ

る。
我
が
園
の
商
慣
習
に
於
て
、
俸
給
労
賃
の
支
排
も
小
費
取
引
の
決
済
も
、
従
っ
て
、
小
賀
商
よ
り
却
費
商
へ
の
決
済
も
、
主
と
し

て
、
月
末
に
陥
没
し
て
居
る
の
?
あ
る
。
補
助
貨
幣
や
姶
換
島
知
と
い
ふ
現
金
活
貨
は
、
主
と
し
亡
、

こ
の
俸
給
持
賃
や
小
責
取
引
に

川
ゐ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
抽
出
家
の
務
行
尚
も
、
常
に
月
末
に
最
も
多
く
友
り
、
月
を
起
へ
て
漸
減
し
、
月
央
に
於
で
は
、

最
も
少
〈
在
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
党
換
家
が
増
愛
せ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
き
で
も
、
そ
の
増
加
率
は
、
月
末
に
於
け
る
方
が
、
月
央
に
於
け
る
よ
り
も

大
で
あ
る
を
常
と
し
た
、

ず
な
は
ち
、
昭
和
七
年
よ
り
、
日
本
銀
行
免
換
銀
行
家
の
褒
行
高
は
、
漸
増
の
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
で
、
例
へ

ぽ
、
昭
和
七
年
の
十
一
月
と
、
八
年
の
同
月
と
を
封
照
し
て
見
る
に
、
そ
の
月
末
と
月
央
と
を
匝
別
し
て
、
各

fut比
較
す
れ
ば
、

月
央
の
増
加
率
七
歩
で
あ
る
の
に
、
月
末
の
そ
れ
は
七
歩
四
庫
で
あ
る
。
昭
和
八
年
の
十
一
月
と
、
九
年
の
十
一
月
と
の
比
較
に
於

て
も
、
月
末
増
加
率
の
万
が
、
月
央
増
加
率
よ
り
大
き
く
、
月
央
の
僅
に
二
歩
一
一
座
に
封
し
、
月
末
は
、
七
歩
四
一
煙
で
あ
る

3

か
や
う
に
、
赤
字
公
債
護
行
の
初
期
に
あ
っ
て
は
、
ま
だ
、
月
末
の
費
行
高
増
加
率
の
方
が
、
月
央
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
弐
第
に
、
逆
と
友
っ
て
、
月
央
の
護
行
高
増
加
容
の
方
が
、
月
末
の
そ
れ
よ
り
も
大
と
な
る
と
と
L
な
っ
た
。

最
近
に
於
け
る
通
貨
牧
縮
性
の
遅
緩

第
四
十
八
巻

四

第

競

JIQ 
豆王



最
近
に
於
け
る
遇
貨
牧
縮
性
の
遅
綬

第
四
十
八
巻

昭
和
十
二
年
十
一
月
に
於
て
は
、
前
年
同
月
に
比
べ
て
、
そ
の
月
末
務
行
高
の
増
加
古
田
「
は
、

l土

二
割

L

ハ
歩
一
七
一
屈
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
に
於
て
は
、
前
年
同
月
に
比
べ
て
、
月
末
の
増
加
率
は
、

煙
で
あ
る
が
、
月
央
の
そ
れ
は
、

!剛万古一
指加金額 ヲ五

二子聞 1

85，4B8~1 7.41 

'78.570 

[124N 

6.3 

4.01 

2.5.01 

8.6 

日1，208

a'，i' ~':， i50 

昭 手日
指加金額 % 

7年よ D8年へ 68.770 平田 7.0 

8年より日年へ 50，578 2.1 

9年よ D10年へ 99，372 9.0 

1昨日時、 I 7附 2 5.6 

11有二より 12勾ふへ 341，342 26.7 

12年よ 913年へ 342，7日8 21.G 

二
割
一
歩
五
一
周
で
あ
っ
て
、

21 

そ
の
大
勢
を
一
示
せ

4叫

ぼ
上
の
如
く
で
あ
る
。

1
4
1
V、一了
J
J

〉
す

f
司

Yイ
J
F
f
u
判

加
率
が
、
月
央
の
そ

れ
よ
り
も
大
な
る
と

き
は
、
先
換
券
が
流

迫
田
介
よ
り
引
上
げ
る

こ
と
の
速
き
と
と
を

意
味
す
る
も
の
で
、

そ
の
自
働
的
牧
縮
性

の
大
た
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
反
叫
割
K
.
月
央

の
護
行
高
増
加
率
が
、
月
末
の
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
と

き
は
、
流
通
界
に
滞
留
す
る
先
換
各
が
、
次
第
に
多
く

三
四
四

第

披

四
ノ、

二
割
五
分
で
る
る
の
に
、
月
央
の
そ
れ

や
は
り
、
率
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
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(第一・表)

11月中旬平均夜行高 1 .11月末日遊行高

千円| キ円
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日本銀行党換券殻行高月央及月末比較

(13日ー19日)(a) 7年日召手日
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割
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289，682 

29.33話

220，912 

20.91ヲ6
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(8日ー14日)
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111j三

7昼下よ 911
年への帯主H

その割合

8年より 11
6f二への噌加

その割合

日年より 11
年への帯加

その割合

10年より 11
年への噌加

その割合
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h

円
一
日
一
丁
的
存
]
一
一
伴



左
り
つ
t
a

る
る
こ
と
を
示
ず
も
の
で
、
ナ
友
は
ち
、
自
働
的
牧
縮
性
の
遅
緩
せ
る
と
と
を
如
貨
に
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

五

更
に
、
昭
和
十
一
年
の
十
一
月
と
、

(a) 7年昭和

1.，240，095 (12日ー18日〉-
U
 

(
 

8-4'-

1，:n81
日65(11日ー17日)(c) 9"1三

1，442，778 1，206，:!63 (10日ー16日)(d) 10年

1，503，986 1 ， 2'，'i .r!~?2õ 〔呂田一14日〉(岳)

七

八
、
九
、
十
年
の
各
十
一
月
と
を
比
較
し
て
見
る
に
、
七
、
八
、
南
年
と
の
比
較
に
於
て

1 ，S77 ，7~6 

723，m9 

62.6%' 

637，641 

51.4.9''; 

559，071 

42.4，9正

2，，1:.7'% 

1，5D日，995

oclli，682 

~)o. ，s% I 

48fl，]悦 i
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日本銀行党換券遊行高月央及月末.'1::較 (第二表)

11月中旬平均議行前 11月末日褒行高

一一一一一一千円| 千円

日目7，543j 1，154，657 

1，Oii6，313 i 

1，106.891 

665，452 

{)9.9~五

434，!J58 

373，750 

2.1.D ;'Y~ 

(15日-20日)

30.1;'-b 

38ι)7a2 : 

a~:: ， o.~ 

31b:l~r~lO 

(η 

日
目
片
山
山
)
込
山
一
山
口
一
込
山
一
川

最
近
に
於
け
る
趨
貨
牧
縮
性
的
遅
緩

12年

7年より 12
年への帯加

向上割合

8年土iJ]~ 

年への智加

同上割合

D&f!より 12
1p.への智加

向上割合

10年よ V12 
年への噌加

向上割合

11年より 12
竿への帯加

同上割合

第
困
十
八
巻

は
、
ま
だ
、
月
末
増
加
率
の
方
が
犬
で

あ
っ
た
が
、
十
、
十
一
年
と
の
比
較
に

於
て
は
、
む
し
ろ
月
央
増
加
率
の
方
が

大
と
友
っ
て
居
る
。
前
頁
に
掲
ぐ
る
第

一
茨
の
如
〈
で
あ
る
。

1151" 

然
る
に
、
既
に
十
二
年
十
一
月
と
、

七
、
八
、
丸
、
十
年
各
同
月
と
の
比
較
に

於
て
は
、
月
末
増
加
率
は
、
常
に
月
央

の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
く
、
十
一
年
は
大

き
い
と
い
ふ
結
旧
却
に
左
っ
て
居
る
。
そ

の
詳
細
は
第
二
表
の
如
〈
で
あ
る
。

ま
た
、
附
和
十
三
年
の
十
一
月
を
、

基
準
と
し
て
昭
和
七
年
以
後
の
各
十
一

一
四
五

第

扱

四
七



最
近
に
於
け
る
通
貨
牧
縮
性
の
遅
媛

日本銀行党換銀行券護行高月央及月末比較 (第百表〉

!虫干干哩-1DE
千円 千円

937，548 I 1，154，657 (a) 7年

1，240，095 Jl，056，313 (b) 8年

1，:318，665 1，106，891 )
 

C
 

(
 

9年

1，442，778 1，206，263 (d) 10年

1，503，986 1，277，225 ( c) 11年

1，8i7，736 1，502，995 (f) 12年

2，278，900 

1，124243 

第
四
十
八
巻

97.3% 

1，038，805 

83.7μ 

960，235 

72.8% 

8311，122 

57.9兵5

774，914 

一
四
六

第

銃

四
月、

1/935，7i)3 

~l98， 190 

106.4%1 

879，420 

83.2% 
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月三か月八月
!た年つ末年と
のとた増と比
そのが加の較
tL 北 、率上とす
の絞九の較る
方 t亡、方にに
泊古 車を ;1- 詰王 方号 、
大 τ 、大 τ 七
今 Lゴ+き』士

51.5;:百

401，164 

21.3% 

(g) 

日
間
以
閉
山
白
川
口
百
円
巾
日
明

い
乙
と
に
友
っ
て
居
る
。

第
二
一
去
の
如
く
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
に
、
月
央

増
加
率
の
方
が
、
月
末
培

加
率
よ
り
も
大
で
る
る
と

い
ふ
と
と
は
‘
前
北
で
ノ
日

A

目
・
3
U
4
u
F

く
、
先
換
卑
悼
の
流
通
界
に

74.8% 

828，842 

729，4~W 

13年

7年より 13
年への唱力H

向上割合

8年よ~13 
年への有力E

同上割合

口年よ!113
年への帯加

向上割合

10年より 13
年への噌加

同上割合

11年より 13
"j三へのま官加

同 I二割合

12年よ 1113
年への帯加

向上割合

滞
留
す
る
量
が
、
失
第
に
増
加
し
つ

L
あ
る
と
と
を
示
す
に
外
な
ら
ね
の
で
あ
っ
て
、
明
か
に
そ
の
白
働
的
牧
縮
性
の
遅
緩
を
一
不
す

も
の
に
外
な
ら
ね
。

ー‘-J、



日
本
銀
行
先
換
朱
は
、
今
日
、
内
地
以
外
に
も
、
相
営
流
出
し
て
居
る
こ
と
は
周
知
の
事
責
で
あ
る
。
統
計
上
の
推
移
を
見
る
に

つ
い
て
は
、

こ
の
事
責
を
考
慮
に
入
れ
て
'
視
察
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
左
ら
左
い
。
併
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
に
し
て

も
、
右
に
事
げ
た
る
二
つ
の
事
資
、
ず
な
は
ち
、
利
子
負
播
の
一
党
換
券
の
中
で
、
政
府
負
携
の
部
分
が
、
大
部
分
を
占
む
る
に
至
り
、

民
間
負
捨
の
部
分
が
甚
だ
縮
少
し
た
こ
と
、
及
び
、
月
央
委
行
高
の
増
加
率
が
、
月
末
識
は
行
高
の
増
加
卒
よ
り
も
、
大
と
友
り
つ
L

あ
る
と
と
.
こ
の
二
つ
の
事
責
は
、
先
換
器
の
自
働
的
牧
縮
性
の
渥
絞
を
示
す
も
の
と
認
む
る
と
と
を
何
等
妨
げ
る
も
の
で
は
及
い
。

現
金
通
貨
が
、
自
働
的
牧
縮
性
を
次
第
に
失
ひ
、

そ
の
流
通
問
弁
へ
の
滞
留
量
が
、
漸
増
す
る
と
い
ふ
場
合
に
於
て
、
小
賓
商
品
、

生
活
必
要
品
の
生
産
の
増
加
が
、

こ
れ
に
伴
ふ
の
で
な
け
れ
ば
、
物
債
の
騰
貴
、
貨
幣
慣
値
の
下
落
を
惹
き
起
す
も
の
と
一
一
日
ロ
は
左
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
図
民
生
活
を
害
ず
る
も
の
で
あ
る
。

殊
に
、

入
j
l
a

・

メ

t
L

品
川
何
時
芯
円
，
J

A

円
石
川
、

j
1
r
ν

一一一ロ

に止

E
p
a
〉

:
T
-
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t
ρ
μ
r
'
h
J
:
V
J
C
L
 

如
何
た
る
枕
時
慨
に
一
p

り、

1
1
‘
》
古
リ

7
L

・

ム
刻
恥
い
わ

ye日
レ
止
市
在
h
k

一、

竹
川
川

1
1
く
さ
れ
立

j

一-司、・

:
l

ζ
の

帆

附

向
を
考
慮
に
入
れ
て
、
慎
重
に
研
究
せ
ら
れ
る
こ
と
を
必
長
と
す
る
。
今
日
の
我
が
枕
制
は
、
貨
幣
償
値
の
安
定
を
前
提
と
し
て
居

る
。
累
進
課
税
の
如
き
、
晶
君
額
課
税
(
臨
時
利
得
税
)

の
如
き
、
単
に
、
金
額
上
の
多
寡
を
見
、
金
額
上
の
差
額
を
基
礎
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
金
額
の
債
値
に
鑓
化
あ
る
揚
合
に
つ
い
て
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
居
友
い
。
先
換
器
が
、
そ
の
白
働
的
牧
縮
性
に
遅
緩
を

来
し
つ
L
あ
る
揚
ム
口
に
、
除
制
の
崎
県
更
を
企
つ
る
に
営
つ
て
は
、
こ
の
鈷
に
考
慮
を
加
へ
る
こ
と
左
け
れ
ば
、
生
産
力
の
績
本
ん
を
阻

害
す
る
の
虞
れ
友
し
と
し
な
い
。
生
産
力
の
償
責
が
阻
害
せ
ら
れ
る
に
至
れ
ば
.
h
L

換
恭
の
自
倒
的
収
縮
性
の
建
設
す
る
に
つ
れ
て
、

物
債
の
騰
貴
を
、
貨
幣
償
値
の
下
落
を
、
更
に
誘
導
す
る
と
と
L

な
る
。

乙
の
意
味
に
於
で
、
党
換
器
悼
の
白
働
的
牧
縮
性
を
恢
復
す
る
と
と
が
、
目
下
の
急
務
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
今
日
に
於
て
、
勤
倹

貯
蓄
上
り
外
に
は
、
最
も
手
易
き
方
法
は
な
い
左
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
貯
蓄
奨
助
、
現
金
よ
り
預
金
へ
、

こ
の
運
動
が
更
に
必
要
を

加
へ
つ
h

る
る
。
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最
近
に
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け
る
通
貨
収
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性
の
遅
援
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